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■　災害に強い地域づくり

巨大地震への備えを加速するとともに、河川などのインフラ整備や地域の防災力の底上げなど減災・防災に向けて取
り組みます。

（政策展開の方向性）
日本海溝･千島海溝周辺海溝型地震に備え、市町の避難施設の整備等の促進に向けて、道として財政支援を行います。また、河川の治水対策や土砂災害防止対策と
いったインフラ整備を着実に推進するなど強靭な北海道づくりに取り組むとともに、建設業の体質強化などを進めます。北海道DMATの司令塔機能を強化するととも
に、要配慮者など被災者支援の充実、避難訓練や防災教育の強化、地域の防災組織づくりなどハード･ソフトの両面から防災･減災対策に取り組みます。災害対応に
おいて大きな役割を担う道内の自衛隊との連携強化に取り組み、国に対し体制強化を求めます。

区分 主な取組
備考

(施策Code)

自然災害に対する北海道
自らの脆弱性の克服

0202

国全体の強靱化に貢献す
るバックアップ機能の発
揮

0203

総合的な危機対策の推進

○自主防災組織の概要を説明したリーフレットの配布やホームページ上での周知を行うとともに、自主防災組織カバー率の低い市町

村への訪問のほか、研修やイベント等のあらゆる機会で説明するなど、自主防災組織結成の重要性と結成についての働きかけを実施

○市町村における最新の津波浸水想定に基づいた津波ハザードマップ、津波避難計画の作成及び改訂並びに計画に基づいた対策等に

関して、継続的な支援を実施

○市町村が整備する日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の避難施設等整備に対して財政支援

◇大規模災害等の発生に備えた自衛隊の体制維持・強化について国に要望(R5.6)

0101

防災訓練や資機材整備の
推進

○北海道防災総合訓練(R4:前期及び厳冬期の2回、R5:2回実施予定)、北海道災害対策指揮室設置運営訓練及び北海道災害対策本部運

営訓練(R4:本庁及び14振興局、R5:同様の予定)を実施

○「北海道市町村職員防災基本研修」(R5.1)や「防災スペシャリスト養成研修」(R5.2)の開催により、市町村防災担当職員の防災実

務に必要な知識・スキルの習得を促進

○「北海道地域防災マスター認定研修」の開催により、地域の防災リーダーを育成(R4:10管内)

0103

○北海道強靱化計画に掲げる各施策の推進状況等を検証したうえ、今年度に取り組む具体の施策を示した「北海道強靱化アクション

プラン2023」を策定・公表(R5.7)

○市町村計画の内容充実に向け、「国土強靱化地域計画の内容充実に向けた説明会」を開催(R4.8)したほか、関連情報を掲載した

「レジリエンスHOKKAIDOニュース」を年4回公表し、個別相談にも対応するなど市町村を支援

○北海道強靱化計画の実効性を高めるため、国に対し、十分な予算の安定的・継続的な確保や、補助金・交付金制度の拡充・要件緩

和など財政措置の充実・強化を図るよう提案・要望(R5.6)

安全・安心な暮らしを支
える社会資本整備の推進

○北海道インフラ長寿命化計画(行動計画)に基づく取組(R4)をとりまとめ公表(R5.5)

○計画的な取組を行う上で重要となる「個別施設ごとの長寿命化計画」の策定率は100％を維持【策定率 R2:94.6％、R3:100％、

R4:100％】
0217

高齢者や障がいのある人
等が安心して暮らせる社
会の形成

○福祉のまちづくり賞において、だれもが円滑に利用できるように配慮した公共的施設等や、障がい者、高齢者等の自立と社会参加

を支援するための活動を表彰することにより、それらの優れた取組を奨励・普及を促進【R4:公共的施設部門1件、活動部門2件を表

彰】

○各振興局の14圏域で地域づくり委員会を開催【開催実績 R4:計27回、R3:計25回】

0407



（続き）

区分 主な取組
備考

(施策Code)

高齢者や障がいのある人
等に対する防災体制の整
備

○高齢者､障がい者､妊産婦をはじめすべての人々が､道立施設を円滑に利用できるよう、出入口の段差解消、手すりの設置などと

いった必要な改善整備を実施【R4:30施設、39ヶ所】

○避難計画作成等支援に係る研修会(R5.7)や市町村訪問の実施により、市町村における計画作成を促進

○DWATの組成や派遣により災害時に必要な支援体制を確保する目的で設置している災害福祉支援ネットワーク会議(R5.7)、DWATチー

ム員登録研修(R5.2)、DWATリーダー研修(R5.3)の開催により、支援体制を強化

○道内の社会福祉施設等の改修等に対し補助金を交付し、耐震化を促進【R4:38施設】

0411

災害時における医療体制
の強化

○DPAT隊員(予定者含む)を対象とした研修(講義・演習)を実施したほか、DPAT統括者との意見交換を定期的に実施するなど、災害時

の精神科医療体制の体制整備を強化

○北海道ブロックDMAT実動訓練や北海道災害医療従事者研修の実施等により、道内災害医療体制を充実・強化
0412

農業農村基盤整備におけ
る防災・減災対策の推進

○防災意識の高揚に向け、市町村及び施設管理者と連携して、防災重点ため池の劣化状況調査を実施【R4:3箇所】 0604

農業農村整備の推進 ○農村地域の防災・減災を図る農業水利施設の長寿命化対策を実施 0607

豊かな森づくりの推進
○治山事業により荒廃山地の復旧や山地災害の未然防止、水源の涵養など、保安林機能の維持・増進を図るとともに、津波に強い海

岸防災林を整備
0701

栽培漁業の推進や経営の
安定化等による水産業の
振興

○快適で住みよい漁村の構築に向け、耐震岸壁を整備するために国への予算要望を実施 0706

建設産業支援の取組促進

○建設業サポートセンターにおける経営相談等を実施【R4:経営相談13社・セミナー3回116社,R5:経営相談4社(8月現在)・セミナー1

回74社(全3回予定)】

○一般道民等に建設産業の役割や魅力を伝え、未来の入職促進に繋げるための建設産業ふれあい展等を札幌市や建設業団体等と連携

し実施【R4:来場者10,534人、R5:R6.1開催予定】

○建設産業の魅力を伝えるため、高校生を対象としたICT体験講習会(R4:2箇所、R5:4箇所予定)、若手建設産業就業者との意見交換

会(R4:4箇所、R5:4箇所予定)を実施

0808

大規模自然災害対策の推
進（治水対策）

○洪水から地域を守るため、河岸や河畔林を極力保全し、河道の連続性を確保するなど、生態系や景観などに配慮しながら、河道掘

削・堤防整備などの河川整備等を推進
0803

都市緑化の推進

○都市公園の整備・維持管理・更新の計画的な実施にあたり、緑化及び緑地の保全に向けた取組を推進

○概算要望・交付申請等のヒアリングや個別協議等において、公園整備等の指導・助言を実施

○河岸や河畔林を極力保全し、河道の連続性を確保するなど、生態系や景観などに配慮しながら河川を整備
0805

大規模自然災害対策の推
進

○国や市町村など流域のあらゆる関係者が実施する治水対策をとりまとめ、推進する協議会の開催などにより､市町村と連携した活

動や情報を共有する場を設けるなどの環境整備を図り、防災・減災の取組をより円滑に推進

○土砂災害に対する耐災害性の向上に資する砂防関係施設の整備等を推進

○護岸や離岸堤等の海岸保全施設の整備や釧路環状線(釧路市)平成橋等の耐震補強を実施

0806

公共土木施設の整備・維
持管理・更新の推進

○国の個別補助制度を活用し、北海道橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁修繕等を実施【旭川多度志線(旭川市)両神橋など】

○国の個別補助制度も活用し、北海道河川管理施設長寿命化計画に基づく河川管理施設の点検・修繕等を実施

○土砂災害から地域を守るため、砂防関係施設の整備や長寿命化対策等を推進

○自然災害から地域を守るため、護岸などの海岸保全施設における老朽化対策を推進

0810



（続き）

区分 主な取組
備考

(施策Code)

防災教育の充実

○防災意識の高揚に向け、各種会議や学校教育指導での働きかけなどにより、地震や地域で想定される災害を踏まえた学校における

避難訓練の実施率が全ての学校種で増加【R2→R3 小:57.2％→60.0％、中:50.6％→51.3％、高:58.4％→64.8％】

○各種会議での働きかけや１日防災学校の実践事例集の周知などにより、多くの市町村で、地域や市町村の防災部局など関係機関と

連携した取組を強化【R4:84.3％】

○防災意識の向上に向け、「北海道高校生防災サミット」を開催、道内外の高校生が防災・減災に関して協議・提言【R4.11実施、

R5.10実施】

1102

防災危機管理対策の推進

○北海道防災対策推進計画に基づき、北海道警察災害警備訓練を実施(R4.10)

○警察庁の「国家公安委員会・警察庁防災業務計画」修正(R4.12)に伴い、警備体制の基準等について所用の見直しを図り、北海道

警察災害警備計画を制定(R5.4)

○災害の発生に備えた災害救助犬に対する各種訓練を実施したほか、災害救助犬による行方不明者の捜索活動を実施【災害を想定し

た合同警備訓練(暦年) R2:4件、R3:2件、R4:6件／行方不明者の捜索活動(暦年) R2:1件、R3:5件、R4:8件】

○災害発生時の道路交通の混乱を軽減するため信号機電源付加装置等を整備【信号機電源付加装置の整備数(年度) R2:82箇所、

R3:15箇所、R4:15箇所／信号機電源ボックスの整備数(年度) R2:16箇所、R3:22箇所、R4:23箇所】

○大規模災害発生時の警察活動に備え、備蓄用の非常用の食料・飲料水を計画的に整備【非常用食料・飲料水の整備数(年度) R2:食

糧11,761食・飲料数531本、R3:食糧675食・飲料数3,720本、R4:食糧5,732食・飲料水11,837本】

○ガス検知器の整備を実施するほか、災害対策用装備資機材を購入・整備【ガス検知器の整備数(年度) R2:0個、R3:17個、R4:17

個】

2102

都市施設の整備・維持管
理・更新の推進

○都市公園に係る社会資本整備計画の策定、推進管理について関係市町村に指導・助言

○R6の長寿命化計画改定に向けた調査を各公園で実施

○長寿命化計画に基づく都市公園施設の改築更新・バリアフリー化の推進を計画的に実施するため、都市整備事業担当者会議を開催

し、都市公園に係る各種基準、事例発表等の情報共有を行い円滑に事業を実施

○道立公園関係自治体等に対し、道立公園の整備や公募設置管理制度の導入に向けた説明など各種調整を実施

○下水道施設に係わる社会資本整備計画の策定、推進管理について関係市町村に指導・助言

○ストックマネジメント計画の策定や、計画に基づく改築更新等を計画的に実施

0811

※主な取組については、令和５年度基本評価・事務事業評価調書(「○～」)、道ホームページ(「◇～」)　より引用・作成


